
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年７月１５日              NO,３１２ 

 

 根利の奇應丸は、「日本三大奇 

應丸」（江戸の長寿堂、大阪の桶 

屋）の一つに数えられていた家伝 

薬で、創業は寛永 13 年(1636) 

年といわれています。 

 江戸時代の初期に根利に一人の 

僧が訪れ、一夜の宿を求めました 

が、そのみすぼらしい身なりから 

泊める家はなく、小林七郎兵衛の 

家が快く僧を泊め、出立を前に僧 

は、お礼にと薬の製法を細かく教 

えてくれたと伝えられています。 

 今も小林家には、薬草か毒草かを見分けるために草を口にく

わえている薬草の神、「神農像」（像高３３㌢で切り株に座って   

いる）や薬

を 処 方 す

る 時 に 使

わ れ た 道

具類、奇應

丸 の 薬 袋

が 残 さ れ

ています。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
検
証
す
る
国
会
の
事
故
調
査
委
員
会
は

５
日
、
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
事
故
に
つ
い
て
「
『
自
然
災
害
』
で
は
な
く
明
ら
か
に
『
人
災
』

で
あ
る
」
と
し
、
歴
代
の
政
府
、
原
子
力
の
規
制
当
局
と
推
進
当
局
両
方
に
ま
た
が
る
責
任
放
棄
、
東
電

と
関
係
業
界
か
ら
規
制
機
関
へ
の
圧
力
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
分
析
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

報
告
書
で
は
、
３
月
１１
日
以
前
に
事
故
の
根
本
原
因
が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、「
事
故
は
何
回
も
対
策
を

打
つ
機
会
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
代
の
規
制
当
局
及
び
東
電
経
営
陣
が
、
意
図
的
な
先
送
り
、

自
己
の
組
織
に
都
合
の
良
い
判
断
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
全
対
策
が
と
ら
れ
な
い
ま
ま
発
生
し

た
」
、
地
震
に
よ
る
原
子
炉
の
損
壊
に
つ
い
て
「
な
い
と
は
確
定
的
に
は
言
え
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
飯
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
事
故
調
査
委
員
会
の
報
告
を
も
っ
て
、
国
会
で

も
審
議
し
、
是
非
を
論
議
し
た
上
で
決
め
て
い
く
べ
き
も
の
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
再
稼
働
さ
せ
た
こ
と
に
は
全
く
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 国民平和大行進が８日、１１日におこなわれ、利根沼

田の市町村すべてを歩き、市町村長や議長から激励を受

け、核兵器の廃絶などを訴えました。 

                   ８日には、利

根郡内から４つ

のコースで沼田

公園まで歩き、

１１日は沼田市

役所から渋川市

役所まで歩きま

した。 

 ＭＶ２２オスプレイの沖縄配備と群馬県を含む全国での訓練をめぐり、

関係自治体から相次いで政府に飛行訓練中止を求める要請がおこなわれ、

大沢群馬県知事も政府に情報を提供する 

ことともに、「安全性への懸念が払拭され 

ない限り、国内での訓練飛行がおこなわ 

れないようにすること」を要請しました。 

 ＭＶ２２オスプレイは、オートローテ 

ーション機能に欠陥があることが言われ、 

墜落事故が相次いでいます。 

 利根沼田を含む群馬県上空には、アメ 

リカ軍の低空飛行訓練区域が設定されて 

おり、利根沼田の上空はＭＶオスプレイ 

の飛行訓練ルート（右図）に含まれ、重 

大な事故の危険にさらされかねません。 

              日本共産党衆議院群馬一区予定候補の生方

秀男さんが６日、消費税増税を許さない運動

を力合わせてすすめましょうと訴えました。 

              話を聞いていた人から、「がんばって、政治

を変えてほしい」と激励されました。 


